
 
プリウスα の整備モード移⾏⽅法 
(ZVW40 型系) 
 

 
整備ﾓｰﾄﾞ時、ｳｫｰﾆﾝｸﾞﾗﾝﾌﾟが点灯した場合は、
整備ﾓｰﾄﾞ解除後、ﾀﾞｲｱｸﾞｺｰﾄﾞを確認し、消去
して下さい。 

1. ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｽｲｯﾁが OFF である事を確認し、
TPM1000 を⾞両に接続します。 

2. ｼﾌﾄ位置 P ﾎﾟｼﾞｼｮﾝであることを確認し、ｲｸﾞﾆ
ｯｼｮﾝｽｲｯﾁを ON にします。（ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙを踏ま
ずに、ﾊﾟﾜｰ(ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝ)ｽｲｯﾁを 2 回押します）

3. [ 診断 ] を選択します。 

 

4. [ TOYOTA ]を選択します。 

 

5. [ 作業ｻﾎﾟｰﾄ ]を選択します。 

 

6. [ HV ]を選択します。 

 

7. [ 整備ﾓｰﾄﾞ ]を選択します。 

 

8. 注意事項確認後、[ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押します。 

 

9. 条件確認後、[ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押します。 

 

10. 下記表を参考に、ﾓｰﾄﾞを選択し、[ YES ]ﾎﾞﾀﾝ
で実⾏します。 

 

 
整備モードの説明 
 

項⽬ 使⽤⽬的 内容 
2WD 
( 排 ｶ ﾞ ｽ
測定⽤)

●点⽕時期点検な
どのｴﾝｼﾞﾝ調整 
●⾞両検査時のｱｲ
ﾄﾞﾙ CO/HC 点検な
ど 
●ｽﾋﾟｰﾄﾞﾒｰﾀｰﾃｽﾀｰ、
2 輪ｼｬｼﾀﾞｲﾅﾓﾒｰﾀｰ
での試験など 

●ｼﾌﾄﾎﾟｼﾞｼｮﾝ P 時
のｴﾝｼﾞﾝ強制ｱｲﾄﾞﾘ
ﾝｸﾞ 
●TRC装置の作動
解除 

2WD 
(TRC 
禁⽌⽤）

●ｽﾋﾟｰﾄﾞﾒｰﾀｰﾃｽﾀｰ、
2 輪ｼｬｼﾀﾞｲﾅﾓﾒｰﾀｰ
での試験など 

●TRC装置の作動
解除 

 



11. 整備ﾓｰﾄﾞへ移⾏が完了しました。 
Ready ON（ﾌﾞﾚｰｷﾍﾟﾀﾞﾙを踏み、ﾊﾟﾜｰ(ｲｸﾞﾆｯｼ
ｮﾝ)ｽｲｯﾁを押す）でｴﾝｼﾞﾝを始動して下さい。
 
READY ｲﾝｼﾞｹｰﾀﾗﾝﾌﾟが点灯し、ｴﾝｼﾞﾝが連続運
転になります。 
整備ﾓｰﾄﾞ中は、この画⾯のまま保持します。

 

 

整備ﾓｰﾄﾞ中は、ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝﾒｰﾀのﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ･ｼｽﾃﾑ
警告灯が 1 秒周期で点滅します。 
 

 

･整備ﾓｰﾄﾞ（2WD 排ｶﾞｽ測定⽤）でのｱｲﾄﾞﾙ回
転数は、約 1000r/min です。 
･P ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ時のみ、ｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙを踏むとｱｸｾﾙ開
度中程度までは約 1500r/min、それ以上全開
までは約 2500r/min でﾚｰｼﾝｸﾞします。 
･整備ﾓｰﾄﾞ（2WD 排ｶﾞｽ測定⽤）中にﾀﾞｲｱｸﾞｺ
ｰﾄﾞが記憶されると、ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ･ｼｽﾃﾑ警告灯が点
灯します。 
･整備ﾓｰﾄﾞ（2WD 排ｶﾞｽ測定⽤）で作業中に、
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ･ｼｽﾃﾑ警告灯が点灯し続けた場合は、
整備ﾓｰﾄﾞを停⽌してﾀﾞｲｱｸﾞｺｰﾄﾞの点検を⾏っ
て下さい。 

12. 作業が終わりましたら、以下の⼿順で整備ﾓｰ
ﾄﾞを解除します。 

13. [ YES ]ﾎﾞﾀﾝを押し、[ HV ｻﾎﾟｰﾄ ]に戻ります。

14. [ NO ]ﾎﾞﾀﾝを何度か押し、[ ﾄﾖﾀﾒｲﾝﾒﾆｭｰ ]ま
で戻ります。 

15. ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｽｲｯﾁを OFF にします。 

16. 整備ﾓｰﾄﾞが解除されました。 

17. TPM1000 を⾞両から外します。 
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